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 県土整備部長の福本でございます。 

 委員各位におかれましては、県土整備行政の推進に

格別のご指導、ご鞭撻を賜り厚く御礼申し上げます。 

 それでは、まずはじめに、本日出席しております県

土整備部職員の紹介をさせていただきます。 

技監 の  久保
く ぼ

 浩也
ひ ろ や

 でございます。 

空港活性化担当参事 の  岡澤
おかざわ

 利彦
としひこ

 でございます。 

県土整備政策局長 の  尾藤
び と う

 嘉洋
よしひろ

 でございます。 

道路局長 の  上柏
うえがし

 卓
たく

弥
や

 でございます。 

河川下水道局長 の  米地
よ ね じ

 淳
あつし

 でございます。 

都市住宅局長  都市

政策課長事務取扱 
の  前山

まえやま

 勝彦
かつひこ

 でございます。 

港湾空港局長 の  花田
は な だ

 祥一
しょういち

 でございます。 

県土整備政策課長 の  福田
ふ く だ

 道代
み ち よ

 でございます。 

技術調査課長 の  貴志
き し

 浩
ひろ

年
とし

 でございます。 

検査・技術支援課長 の  坂口
さかぐち

 武
たけ

弘
ひろ

 でございます。 

用地対策課長 の  竹原
たけはら

 克也
か つ や

 でございます。 
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道路政策課長 の  曽和
そ わ

 健
たけし

 でございます。 

高速道路推進室長 の  上山
うえやま

 孝
たか

誠
せい

 でございます。 

道路保全課長 の  児玉
こ だ ま

 隆也
た か や

 でございます。 

道路建設課長 の  岸岡
きしおか

 正哲
まさのり

 でございます。 

河川課長 の  千野
ち の

 貴彦
たかひこ

 でございます。 

砂防課長 の  岩本
いわもと

 吉
よし

継
つぐ

 でございます。 

下水道課長 の  山本
やまもと

 博
ひろ

信
のぶ

 でございます。 

建築住宅課長 の  矢代
や だ い

 敦
あつ

久
ひさ

 でございます。 

公共建築課長 の  古田
ふ る た

 勝彦
かつひこ

 でございます。 

港湾空港振興課長 の  田端
た ば た

 一哉
か ず や

 でございます。 

港湾漁港整備課長 の  赤松
あかまつ

 伸
しん

 でございます。 

津波堤防整備室長 の  小笠原
お が さ は ら

 章
あき

浩
ひろ

 でございます。 

以上で職員の紹介を終わらせて頂きます。 

次に、県道長井古座線八郎山トンネルにおける施工

不良の件でございますが、５月２３日に第６回技術検

討委員会を開催し、修補工事の進捗状況を報告すると

ともに、今後の進め方についてご審議いただきました。 
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修補工事の進捗状況につきましては、既設覆工コン

クリートの撤去と支保工の撤去及び再設置が令和７年

３月に完了し、これまでの工事が適正に行われている

ことをご確認いただきました。 

今後の進め方につきましては、沈下や変状を防止す

るためトンネル底面に設置するインバートコンクリー

トの修補範囲を判断するための削孔調査の結果、当初

想定していたよりも広範囲で厚さ不足が確認されたた

め、所定の厚さが確保できるよう再施工することとい

たしました。 

修補工事の工程につきましては、安全確保を最優先

に進めてきたことに加え、インバートコンクリートに

おいて当初想定していたよりも広範囲で修補が必要と

なったことなどから、令和５年１２月から開始した修

補工事について、当初は完了まで概ね２年間かかる見

通しでありましたが、現時点では令和８年夏頃完了の

見込みとなりました。 
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修補工事完了後はトンネル坑外の取り合わせ工事を

別途施工し、トンネルを含む全区間の開通時期は令和

８年冬頃の見通しでありますが、１日も早い開通に向

け、引き続き全力で取り組んでまいります。 

 それでは、今議会に提案しております諸案件につい

て、ご説明申し上げます。 

 議案書１ページをご覧ください。 

 議案第１０２号「令和７年度和歌山県一般会計補正

予算」のうち、県土整備部関係といたしまして、 

第８款 土木費で７２０万円の増額補正をお願いして

おります。 

内容につきましては、補正予算説明書に基づき、ご

説明いたします。 

補正予算説明書（出）４ページをご覧ください。 

第８款 土木費、第３項 河川海岸費、第３目 砂防

費の７２０万円につきましては、令和７年３月の降雨

により、海南市で発生したがけ崩れへの対策を実施す
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るための経費でございます。 

 次に、議案書５ページをご覧ください。債務負担行

為の補正につきましては、県土整備部といたしまして、

変更で１件をお願いしております。 

また、補正予算に関連いたしまして、議案書２３ペ

ージ、議案第１０９号「令和７年度建設事業施行に伴

う市町村負担金について」をお願いしております。 

次に補正予算以外の議案につきましてご説明いたし

ます。 

議案書２０ページをご覧ください。 

議案第１０６号「和歌山県の事務処理の特例に関す

る条例の一部を改正する条例」につきましては、白浜

町が景観法に基づく景観行政団体となったことに伴

い、規定の整備を行うための議決をお願いするもので

ございます。 

次に、議案書２４ページ、議案第１１０号につきま

しては、工事請負変更契約の締結に関し議決をお願い
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するものでございます。 

 次に、地方自治法第１８０条第１項の規定による知

事専決処分報告１ページの諸報第２０号、３ページの

諸報第２２号及び４ページの諸報第２３号につきまし

ては、職員の公務中における交通事故に伴う損害賠償

の額について、２ページの諸報第２１号につきまして

は、施設等損傷事故に伴う損害賠償の額について、８

ページの諸報第２７号及び９ページの諸報第２８号に

つきましては、車両転倒事故に伴う損害賠償の額につ

いて、１０ページの諸報第２９号につきましては、車

両損傷事故に伴う損害賠償の額について、知事職務代

理者において専決処分を行ったため、報告を行うもの

でございます。 

 続きまして、令和６年度予算の繰越使用報告につい

て、ご説明申し上げます。 

 繰越使用報告書１ページ 諸報第３４号で、繰越明

許費に係る繰越計算書を提出しております。県土整備
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部関係といたしましては、同２ページから１２ページ

までの一般会計に係る繰越明許費において、 

 第２款 総務費 第２項 企画費で、 

３億１，７２６万５００円 

 第６款 農林水産業費 第３項 農地費のうち、 

  県営農道整備で、１，０４０万円 

同じく、第５項 水産業費のうち 

  漁港施設整備で、１７億２，７０２万１千円  

  漁港海岸整備で、   ４，９４５万５千円 

  漁港維持修繕で、１，８５９万９，４０４円 

 第８款 土木費で、 

４２１億９，８４２万４，２７６円 

第１１款 災害復旧費 第２項 土木施設災害復旧費で

１１億２，１５８万３，７５２円 

１３ページ 県営港湾施設管理特別会計で、 

１億３９０万１千円 

１４ページ 用地取得事業特別会計で、 
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４，６００万円 

の繰越額となってございます。 

これらは、工事施工に関する地元調整や用地・補償

説明等において、不測の日数を要したもので、やむを

得ず繰越を行ったものでございます。 

 次に、繰越使用報告書１５ページ 諸報第３５号で、

公営企業会計における繰越明許費に係る繰越計算書を

提出しており、和歌山県流域下水道事業会計で、 

   １億７，７０９万４，５００円 

の繰越額となってございます。 

これらは、資材、機器の入手難による工程調整に不

測の日数を要したもので、やむを得ず繰越を行ったも

のでございます。 

 また、繰越使用報告書１７ページ 諸報第３６号で、

事故繰越に係る繰越計算書を提出しております。 

県土整備部関係といたしましては、同１８ページの

第８款 土木費で、３億５，１４２万５，７００円、 
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２０ページ 用地取得事業特別会計で、 

   １，８８１万８，０５０円 

の繰越額となっております。これらは、住民との調整

及び工事用道路等の変更並びに対象物件の移転に不測

の日数を要したため、やむを得ず繰越を行ったもので、

今後、早期完了に向けて努力していく所存でございま

す。 

 次に、法人の経営状況報告書でございますが、地方

自治法第２２１条第３項に定める法人の経営状況を説

明する書類として、県土整備部関係では、２０ページ

和歌山県住宅供給公社の令和６年度における経営状況

等を報告しております。 

 続きまして、県土整備部関係の主な取組等について、

ご報告いたします。 

まず、道路局関係でございます。 

近畿自動車道紀勢線につきましては、開通予定時期

の見直しがおこなわれていた、すさみ串本道路は、本
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年 ４ 月 に 令 和 ９ 年 夏 の 開 通 見 通 し で あ る と の 発 表 が

ございました。 

本 県 に と っ て は 、 地 域 の 発 展 と 安 全 ・ 安 心 の 前 提

と な る 「 半 島 防 災 」 の 観 点 か ら も 「 紀 伊 半 島 一 周 高

速 道 路 」 の 早 期 完 成 は 不 可 欠 で あ る こ と か ら 、 国 土

交 通 省 に 対 し て 、 す さ み 串 本 道 路 の １ 日 も 早 い 開 通

を改めて要請いたしました。  

引き続き、残る区間も含め、早期完成に向けて事業

促進に取り組んでまいります。 

印南
い な み

～南紀
な ん き

田辺
た な べ

間の４車線化につきましては、現在、

西日本高速道路株式会社においてトンネルや橋梁など

の工事が進められております。 

次に、高速道路とあわせ県内外の一体的発展に寄与

する幹線道路の整備につきましては、直轄国道事業に

おいて、令和７年６月７日に国道４２号冷水
し み ず

拡幅の全

線と有田
あ り だ

海南
かいなん

道路の海南市下津町小南
こみなみ

～海南市冷水
し み ず

間

が開通いたしました。また、国道１６９号奥
おく

瀞
どろ

道路Ⅲ
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期では、現在、橋梁下部工事が行われるなど、全線で

事業が進められております。 

県事業においても、国道１６８号では、新宮市相賀
お う が

の

相賀
お う が

トンネルを含む約１．４ｋｍにおいて、令和７年

夏の供用に向け事業を進めており、また、海南金屋線

では、海南市別所
べっしょ

から有田川町上六
かみむつ

川
がわ

を結ぶ鏡石
かがみいし

トン

ネルの本体工事が令和７年３月に完了しております。

引き続き工事を推進し、早期供用を目指してまいりま

す。 

次に、河川下水道局関係でございます。 

直轄河川事業につきましては、紀の川では、藤崎狭

窄部対策をはじめとする紀の川本川
ほんせん

の整備が進めら

れ、熊野川
く ま の が わ

では、河口付近の河道掘削等が進められて

おります。また、直轄砂防事業につきましては、那智

川や三
み

越川
こしがわ

等において砂防工事が進められておりま

す。 

県事業においても、七
なな

瀬川
せ が わ

や西川
にしかわ

等の河川整備に加
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え、樮
ほくそ

川
がわ

や砂子
す な ご

地区等の砂防施設の整備を着実に進め

ています。 

また、本年１月に特定都市河川に指定した西川
にしかわ

流域

では、流域水害対策計画の策定を進めており、流域の

あらゆる関係者が協働して、ハード、ソフト一体的に

対策を行う、流域治水の取組を本格的に進めてまいり

ます。 

下水道及び浄化槽関係につきましては、紀の川流域

下水道（伊都処理区）におきまして、処理場の設備の

更新を行います。また、紀の川中流流域下水道（那賀

処理区）におきましては、引き続き処理場の施設整備

を進めてまいります。 

また、汚水処理人口普及率向上のため、単独処理浄

化槽等から合併処理浄化槽への転換に取り組んでまい

ります。 

次に、都市住宅局関係でございます。 

都市政策につきましては、都市機能の集約など「コ
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ンパクトなまちづくり」や、地域の個性を生かした魅

力ある景観形成を促進しています。今後も市町と連携

しながら、持続可能なまちづくりに取り組んでまいり

ます。 

住宅政策につきましては、南海トラフ地震等に備え、

住宅耐震化が大変重要であると考えており、所有者等

に対し支援制度の普及・啓発に努め、引き続き、住宅

の耐震化に取り組んでまいります。 

また、空き家対策について、「空き家相談窓口」を

設置し、各種専門家等の紹介などを行っているところ

です。引き続き、活用や処分が進むよう啓発に努め、

状況に応じた対策を総合的に推進してまいります。 

次に、港湾空港局関係でございます。 

 まず、直轄港湾事業については、和歌山下津港や日

高港における泊地
は く ち

浚渫等が進められています。また、

直轄海岸事業については、和歌山下津港海岸における

津波浸水対策が進められています。 
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 県事業につきましては、３連動地震に対する津波対

策として、那智勝浦海岸で護岸の嵩上げを行うととも

に、経済被害を抑え早期の復旧・復興につなげるため、

由良港など県内の主要な港湾や漁港において、防波堤

の改良等を進めてまいります。 

 港湾の振興につきましては、外国の港湾を出港した

船舶が和歌山県内の港湾に直接入港できるよう、税関、

入管、検疫と調整を進めたところです。これにより、 

４月 27 日には、関税法上の不開港となっている港湾の

公共岸壁としては全国で初めて、日高港に貿易船が外

国から直接入港し、マレーシアからのバイオマス発電

燃料が輸入されました。また、５月 13 日には、県内の

港湾としては初めて、クルーズ船が外国から直接和歌

山下津港に入港し、台湾からの乗客約 1,600 人が来県

しました。今後も港湾の利用促進を通じ、地域の経済

振興を図ってまいります。 

熊野白浜リゾート空港につきましては、昨年度の利
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用者数が約 23 万６千人と過去最高を更新し、今年度も

大変好調な状況が続いています。３月に日本航空株式

会社との間で空港の利用促進や地域振興等の包括連携

協定を締結したところであり、５月 16 日及び 20 日に

は、同社による台湾への国際チャーター便が運航され

ました。 

また、全庁を挙げて空港振興に取り組むため、今年

度は各課の副課長等を港湾空港振興課に兼務発令した

ところであり、引き続き、航空会社等とも連携を図り

ながら、国内線の利用促進や国際線の誘致を推進して

まいります。 

 以上、概略ではございますが、県土整備部関係の説 

明とさせていただきます。何卒よろしくご審議くださ

いますようお願い申し上げます。  


